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                                                                             三瓶分校 NO.1 

 
 

学 校 関 係 者 評 価 報 告 書 

                                                  愛媛県立宇和高等学校三瓶分校 

  学校番号（38）   

 
評 価 実 施 日 

 
令和６年２月 15日（木） 
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氏    名 

 
所  属  等 

 
備 考 

 
  竹 﨑 幸 仁 

 
学校関係者評価委員 

 
 

 
  奥 野 柳之介 

 
学校関係者評価委員 

 
 

 
  藤 井 兼 人 

 
学校関係者評価委員 

 
 

 
  奥 田 明 弘 

 
学校関係者評価委員 

 

 
  樋  口 美 和 

 
学校関係者評価委員 

 

 
  神 岡 昌 仁 

 
学校関係者評価委員 

 

 
  黒 田 マ ヤ 

 
学校関係者評価委員 

 
 

 
  清 家   剛 

 
学校関係者評価委員 

 

 
宇都宮 積 矢 

 
学校関係者評価委員 

 

 
評 価 ・ 提 言  等 

 
提言等に対する改善方策等 

 

１ 学校運営等 

 ・奉仕活動、体育祭、文化祭、人権教育等、多岐に渡る
取組をしている。 

  ・「地域に学ぶ」姿勢、方向性に大賛成である。 

 ・７割強の生徒がボランティアに参加して、成長につな

げていることが素晴らしい。 

 ・生徒全員が笑顔で挨拶できている。挨拶は社会人の基

本であるので継続してほしい。 

 ・８割の生徒が地域行事に参加し、地域の理解や愛着を

深めている。人口減少の中、文化の継承は不可欠であ

るので、参加や呼びかけを継続してほしい。 

 ・次年度が最後の年になる。保護者として協力は惜しま

ないので、充実した活動をお願いする。 

○地域でのバランティア活動をしている生徒が約８割で
あるが、実質はもっと多いと感じている。もっと評価
を高くしても良いと思う。 

 

２  学習指導 

 ・教員の授業に対する熱心な姿勢、積極的な研修態度が

授業内容を理解できている生徒の増加につながってい

る。 

 ○欠席についてＰＴＡの会でも話題になり、感染症対策

として休むことも大切だという意見が多かった。皆勤

率にこだわらなくてもよいのではないか。 

 ○学び方を学ぶことが必要ではないか。 

 
 

・来年度は、三瓶分校にとって最後の 1 年となる。

生徒全員が笑顔で満足できる学校生活を送れる

よう、保護者や地域の方々の協力をいただきな

がら、さらに充実した教育活動を提供できるよ

う努めていきたい。 

・地域からは、本当に多くのことを学んでいる。 

来年は地域と協働した活動をさらに充実させ、

課題解決に向けた実践力を養い、生徒のさらな

る成長へとつなげていきたい。 

〇ボランティア活動に関しては、自己啓発や自ら

の成長につながることを理解させながら、より

積極的な参加を促していきたい。また、生徒の

取組の成果がより高く評価できるよう、来年度

に向けて評価の基準を見直していきたい。 

 
 
 

・生徒の学力差も大きくなってきているので、今

後も生徒一人ひとりを大切にしながら、必要に

応じて個別指導にも力を入れていきたい。 

○励みにもなればと思い皆勤率を出しているが、

皆勤でなくても健康で 1 日でも多く登校するこ

との大切さを重要視しており、今後も健康で学

校生活を送ることを大切にしていきたい。 
○スタディサプリなど、授業の補足として活用で
きる学習方法をサポートしていきたいと思う。 
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三瓶分校 NO.2 

３  生徒指導・安全指導・特別活動 

・体育祭では、生徒の一生懸命に取り組む姿勢や団結力 

に感動した。 

・十分な成果が出ており、教員生徒の努力の成果である。 

・校外の大会等に参加している生徒が約８割、自主的に
校内美化活動を行う生徒が約９割おり、自主性や協調
性が育まれている。 

・安全指導・感染予防対策も徹底されている。 

 

４  進路指導 

・志望校合格率、就職希望内定率、各種検定合格率は高
い水準であり、個に応じた進路指導の成果である。 

・オープンキャンパスや応募前職場見学の参加などは、
情報収集や将来像を描くために非常に大事な体験であ
る。 

○公営塾との連携 

 

５ 人権教育 

・震災に被災した方の講義は、自分ができることや南海
トラフ地震への備えを考える有意義な取組だと思う。 

○震災に被災した方の講義を聞いてみたい。 

○地域素材の活用 

○全国大会（高校生集会）に参加し、全国の仲間たちと 

学び合うことが大切である。 

 

６ 現職教育 

○公開授業の参観者は少ないが、参観してよかった。ま
た来たいと思える内容にできればよい。 

○公開授業の参加者を増やすには、保護者や地域住民が
参加できるような内容を検討すると良いのではない
か。 

○公開授業の参加者の減少は共働き世帯が多い中やむを 

得ない。今後はリモート参観なども検討するとよい。 

 

７ 保健・安全管理 

・定期的な情報発信、保全の継続をお願いしたい。 

 

 

８ 事務 

・本校と連携しながら効率化を継続してほしい。 

○生徒の命を守る安全対策は、修繕箇所の点検を徹底して 

実施し、最後まで無事故であることをお願いする。 

 

９ その他 

 

 
・閉校記念体育祭に向け、分校の伝統ある種目等
を入れ、生徒の記憶に残る体育祭にしていきた
い。 

・部活動や学校行事を通して、自主性・協調性を
育み、さらに活動の工夫を重ね生徒の充実した
学校生活につなげていきたい。 

・命の大切さ・健康第一を最優先して、学校生活
全般を通した安全教育が実施されるよう工夫を
重ねていきたい。 

 
 
 
・高校入学時から志望校等の研究をし、明確な目
標を持つ生徒が多い。進路実現に向けて学校生
活を充実させている。 

・体験を重視した活動を引き続き行いたい。 
○小人数かつ多様な状況と公営塾の活動が合致し
づらい状況である。生徒のニーズに合わせた連
携を行っていきたい。 

 
 
 
○被災した方の講義等を行う場合は、公開の形で
地域の方にも聞いていただけるような工夫をし
ていきたい。 

○『姫塚物語』については、ビデオなどの形にし
て他校が実践できるように残す取組を来年度す
る予定である。 

○今年度の全国大会（高校生集会）については、
期日の関係で生徒・保護者の了解が得られなか
った。早めに声をかけていただくとありがたい。 

 
 
○公開授業の参観者は少ないが、学校行事には多
くの方々に来ていただいている。学校に来てい
ただく機会の充実を図り、現職教育という観点
での実施は検討していきたい。 

 
 
 
 
 
 
 
・来年度も生徒が健康・安全に過ごせるようタイ
ムリーな情報の発信及び安全管理を徹底してい
きたい。 

 
 
 
・来年度も本校と連携して予算の効率的な執行に
努めたい。 

・施設点検を徹底して行い、生徒及び教職員の安
全を確保していきたい。 

 


